
  

 
  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

川地中学校 保健だより 
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No.１０ 令和７年８月27日 発行 

  

 
 例年以上に，日中暑い日が続いています。引き続き，こまめな水分補給と

休憩を取り入れながら，熱中症を予防していきましょう。 

今学期は，文化祭，修学旅行など様々な行事が控えています。充実した時

間を送るためにも，日頃から生活リズムを見直し，計画的に取り組んでいき

ましょう。 

９月は「防災の日」（１日），「救急の日」（９日），「秋の交通

安全週間」（21～30 日）など，命や安全を守ることを考える

月でもあります。この機会に自分の命をどう守り，他の人の命

をどう助けるか，「命」についてじっくり考えていきましょう。 

  

１．熱中症の応急処置について 

 熱中症とは，高温多湿な環境に長時間いることで，体温調節機能がうまく機能しな

くなり，体内に熱がこもった状態をいいます。屋外だけではなく室内で何をしてなく

ても熱中症を発症する場合があり，救急搬送や場合によっては，命の危険性もありま

す。熱中症について，正しい知識を身に付けましょう。 

●熱中症の症状● 

めまい・失神・筋肉痛・筋肉の硬直・大量の汗・頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚

脱感意識障害・けいれん・手足の運動障害・高体温 など 

 

◇熱中症の対応◇ 

 ①涼しい場所へ移動する。 

 ②服をゆるめて体を冷やす。 

  →太い動脈が通っている場所（特に，首の回り・脇の下，足の付け根等） 

 ③水分・塩分を補給する。（大きめの水筒を準備しましょう。） 

  ※大量に汗をかいている場合は，経口補水液や，塩分チャージタブレッツをとり，

塩分を補給しましょう。 

 

２．１学期に多かったけがの応急手当について 

    



 

朝ごはんを食べると，胃腸が動き

出して，体のリズムが整うよ！ 

 また，私たちの脳は，ブドウ糖を

エネルギー源にしていて，朝食でし

っかりと補給し，脳とからだを目覚

めさせましょう。 

 朝食は，１日を活動的にいきいき

と過ごすための大事なスイッチに

なります。 

 

 


